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[要 旨]

この論文の課題は、外国語を学ぶ日本人が直面する心理的困難を検討することにある。そこで、2
つの方向からの検討を試みる。1)早期母子関係の研究により、日本の母親は乳幼児との非言語コミュ
ニケーションを優先することが分かつている。日本ではすでに幼児期から、言葉は他の文化圏に見ら
れるような重要性も権威も持つていないようだ。このことが外国語を学ぶ時に、文化に起因する新た
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[Abstract]
This article attempts to exaIIllne the psychological difFlculies faced by the Japanese in studying foreign lan―

guages.TwO axes ofresearch are considered.1)¶ he study of early mother― infant relations shows that the Japa―

nese mother prefers tO use non― verbal communication with her baby.h Japan,hm babyhood,speech does not

SCCIIl tO have either as much importance or prestige as in other cultures.This may constitute an additional

culmrally related difrlculty regarding the study of foreign languages.2)Lexicon is 4.4 dmes more mportallt

than i isin westem languages.As language and thought are indissolubly linked(for eXample in tt inner voice),

onc can reasonably think thatthis phenomenon reflects very clearly the denotative and concrete tendency ofthe

thought inctiOn in the Japanese psyche.h other words,the semantic spectra of words(their capacity to move

along a semantic chain by associations of ideas)is more reduced and sp∝ iflc in Japanese.This constitutes a
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肺

この論文の目的は日本人が外国語学習におい

て、特に会話において、どんな心理的困難に直

面するかを簡単に検討することである。いいか

えれば、日本人が他民族に比して、言語の如何

を問わず外国語による自己表現が非常に苦手な

のは、どのような心の働きによるかを検討する

ことである。はじめに、日本人が外国語学習時

に直面する困難を説明するためにしばしば提出

される、非心理的な理由をツト除しておきたい。そ

れらの理由は非常に数が多いので、主要なもの

についてだけ触れ、以後は言及しないことにす

る。

1.おそらくヨーロッパ人は日本人よりも、母

語以外の主要ヨーロッパ言語 (英語、フランス

語、スペイン語、 ドイツ語)で容易に自己表現

を行う。というのも、これらの言語はすべて、文

法も語彙もきわめて共通点が多いからだ。つま

り、日本人が外国語を学び始める時のハンディ

キャップは、ヨーロッパ人より大きいことにな

る。しかしこれは、日本人が英会話やフランス

語会話で感じる困難のすべてを説明するもので

はない。中国人は日本人とほぼ同様のハンディ

キャップを負っているのに、私が見た限りでは、

高等教育を受けた多くの中国人は英語や他の外

国語を流暢に話す。少なくとも、彼らはコミュ

ニケーションしたいという意欲を持っている。

また、日本語と中国語を比べると文字はほとん

ど同じだし、熟語の構成と意味もほとんどの場

合一致している (例 えば日本語の「発展」は中

国語では「友展」勧 狙)の に、日本人にとって

中国語会話はそれほど簡単ではない。それどこ

ろかむしろ、あるハンディキャップを生むこと

にもなっている。なぜならば、日本人は会話よ

りも文章の読解を優先するからである。しかも

中国語の発音は、日本語と共通の音素が非常に

少ない上に音調アクセントがあるので、きわめ

て習得しにくいことも事実である。

2.鎖国によつて長いこと地の果てに引きこ

もっていた島国民族であり、中国人やヨーロッ

パ人のように他民族を撃退する必要もなく、ポ

ルトガル人やオランダ人のように商業貿易の伝

統も持たず、ユダヤ人のように人種差別の迫害

を受けることもなかった日本人は、ついに外国

語学習の伝統を持ちえなかったのである。とこ

ろが伝統こそが、外交においても商業において

も、さらには単に生き延びるためにも、多言語

使用が重要であることをはっきりと自覚させて

くれるのだ。伝統がないのは問題意識がないか

らだ。そして経験が欠けていれば、問題は明確

な実体を欠いた曖味なものになってしまう。

3。 日本の外国語教育はほとんど会話に適して

いないと、しばしばいわれてきた。これは疑い

ようのない事実である。日頭コミュニケーショ

ンを阻むこの教授法の問題を蒸し返すつもりは

ない。このような教育が行なわれているのは、な

にも日本だけではない。たとえばフランスでも

外国語教育は批判され、フランス人がシェイク

スピアの言語をほとんど話せないことが槍玉に

挙げられている。私の観点からすれば、教授法

に原因があるとする見解は、肯定的見解であれ

否定的見解であれ、ひとが思うほど重要ではな

い。たとえある方法が、他の方法より学習者の

言語能力を伸ばすことに長けているとしても、

実際は、どんな方法にも長所と短所があるのだ。

実は、問題は別のところにある。つまり、「鉄を

打つだけでは鍛冶屋になれず、鍛冶屋としての

適性が必要なのだ2」 。別の言い方をすれば、重

要なのは鍛冶屋の親方の教えだけではなく、弟

子も重要な要因であって、特に、師の教えに対

する先天的受容能力が問題になるのだ。

日本人の外国語学習を教授法が阻んでいるこ

とは明らかだが、私はこの理由の根底にある、表

には現れにくいが同じほど重要な他の理由につ

いて述べたい。その理由は、本質的に心理的な

ものである。日本人に外国語を教える時、この

理由を無視することはほとんど不可能である。

これが原因となって、特に会話において、表現

や言葉の使い方に多くの困難が生じるからであ

る。
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言葉と口唇性

精神分析学は昔から、日唇性と発話と単語の

間には心理的・情動的な関係があることを示し

てきた。加えて、日と口蓋と歯が喉頭と声帯と

気管に隣接しているため、すべての民族は比喩

的表現でこの関係を説明したのである。事実、解

剖学的には隣接していたり同じであつたりする

これらの器官は、すべてがつながっている。し

たがつて、それぞれの器官の特性は互いに交換

可能である3。 フランス語では、舌を指すにも言

葉を指すにも同じ “languc"と いう単語を使う

が、これは故のないことではない。日本語でも

中国語でも、舌 (舌/舌共sh6tOu)と 発話 (「話

す/悦 shuo」 、「語る/淡 tan」 、「弁舌/口才

ko逸激」)には密接な関係がある。しかし、日唇

性と発話との関係が普遍的であっても、発声器

官に備給されるリビドー (つ まり、この器官を

動かすために使われる心的エネルギーの量)は、

文化によって異なることもあり、性差4ゃ個人差

さえある。外国語学習能力の違いを説明する際

に、残念ながらあまりにも外部に原因を求めす

ぎるが、真の原因は、文化=社会によって神経

=心理系に刷 り込まれているのである。抽象的

な直観と思考を働かせない限り、心理的理由が

身体的理由と同じほど重要な、いやむしろより

重要な役割を演じていることなど、現代では誰

も本気で信じないだろう。

以上のことから分かるように、他の文化圏と

較べて、日本の教育は発話への動機づけを軽視

しているのではなかろうか。この問いに答える

のは容易ではないが、以前私は他の研究をして

いる時に、日本人女性の乳幼児育児に関するア

ンケートを行ったことがある。いくつかの項目

は、早期母子関係 (0～ 3歳の子どもと母親の関

係)での言葉のやりとりに関わるものだった。つ

まり、調査対象の子どもはまだ話せないか、初

歩的な言葉を獲得したばかりであった。ここで、

そのアンケート5の結果を報告させていただきた

い。アンケート結果の一部を見ただけでも、日

本ではすでに乳児期から、他の文化圏もより言

葉が軽視されているらしいことが分かるからで

ある。

言語コミュニケーションと非言語コミュニ

ケーション

母親の顔と視線は、子どもが自分の情動を実

感じうる鏡である。ここでは、子どもの情動に

対する母親の共感能力がきわめて重要な役割を

果たす。乳幼児育児に関するこのアンケートで

は、日本人の母親の68%が子どもとのコミュニ

ケーションは視線で行うと言つている。母親た

ちは子どもの反応 (“ %)や態度や表情を窺い、

また特に互いの微笑みを通して、コミュニケー

ションをはかっている。「私が話しかけると子ど

もが微笑む」、「私が微笑むと子どもも微笑み、恥

ずかしそうな表情を見せる」。視線によつて母と

子は理解し合うのだ。「赤ちゃんはこのように本

能的方法(視線)で コミュニケーションをとり」、

「視線は子どもとの親密感を生み出し」、「小さく

ても赤ちゃんは私の顔が分かる」のである。70

%以上の母親が、赤ちゃんがどう感じ何を望ん

でいるかを視線だけで理解できると打ち明けた。

多くの母親は、親密であるからこそ、こうして

直感的に理解できるのだと思っている。「私は感

覚で理解できるが、それはこの子が私の子ども

であり、私がこの子の母親だから」(19%)であっ

て、「私がいつも子どもと一緒にいるから」(19

%)である。また他の母親は、子どもの欲求を

いくつかの兆候から判断している。「私は子ども

の態度や表情から感じとる」、「何かして欲しい

時は私を目で追ったり、泣いたりする」。つまり

日本人の母親にとって、視線が特権的な非言語

コミュニケーションになっているのである。

そしてまた、「赤ん坊が表現する前に身体的欲

求を感じ取る」日本の母親の直感的能力は、特

に発達しているようだ。この項目に68%の母親

が「はい」と答え、γ%が「時々」と答えてい

るのである。母親が最も直感を働かせるのは「子

どもが泣いている時」(20%)で 、以下、「だつ

こしてほしい時」(13%)、「お腹がすいている時」
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(13%)、「トイレに行きたい時」(9%)、 「私と遊

んでいる時」(9%)と 続く。ある母親など、「ほ

とんどすべての身体的必要・欲求 (お腹がすい

た、眠い、遊びたい等)」 を理解すると言ってい

る。この非言語コミュニケーションを使うには、

子どもが発する具体的なサインを確実に理解し

なければならない。「泣いているけど心配ない」

とか、「眠いのね」とか、「身動きしているだけ」

などである。実際に77%の母親が、子どもが話

せるようになるまでは「この種の直接的コミュ

ニケーションのほうがよい」と答えている。「こ

の種のコミュニケーションはとても大切」、「私

はこうして子どもの欲求を理解する」、「私は〈は

い〉とくいいえ〉を体で子どもに伝える」、「子

どもの欲求を満たしてやれなければ、みじめな

気持ちになる」、「言葉抜きでも母親には気持ち

が分かることを子どもに理解させるために、直

接的コミュニケーションは重要」。つまり日本の

母親は、自分の感覚を子どもの感覚とく共鳴さ

せる〉ことを好んでいるのだ。このように日本

の母親は、自分の体験を重ね合わせて子どもの

身体的体験を理解する際に、内的感覚を強調す

る傾向がある。こうして感覚の内的経験が重要

になるため、子どもは身体を「感覚的」に知覚

するようになる。そして母親の気遣いと正確な

言葉によって、子どもはしだいに、かなり繊細

に感覚を識別できるようになるのだ。おまけに

日本人の母親は必ず、子どもが体の世話をして

もらう時や入浴時に感じる喜びを強調して、「気

持ちがいいね」6と ぃぅ言葉を使う。母親が子ど

もの体感をとてもよく識別できるので、いわゆ

る「一″い同体」の印象を与えることになるわけ

である。

このように強烈な身体的体験があれば、言葉

はそれほど必要とされないのだろうか。

アンケートに回答した母親の4分の3は、「子

どもに頻繁に声をかけ」ており、21%は「時々」

声をかけ、4%が声をかけない。最もよく声をか

けるのは、子どものそばにいる時である。つま

り、「ミルクや食事を与える時」(19%)、 「一緒

に遊んでいる時」(16%)、「いつも」(12.5%)、「お

しめを換える時」(9%)、 または「だっこしてい

る時」(9%)である。子どもに声をかける理由

は様々で、「コミュニケーションを促すため」で

あり、「子どもがかわいいから」であって、「子

どもが理解しなくてもいい」し、「子どもより、

むしろ孤独な自分のため」なのだ。言語コミュ

ニケーションで言葉が実際に与えるインパクト

と、対話者同士の共鳴現象を知るには、子ども

からフィードバックされる回答が適切判断基準

になる。「子どもが私に微笑みかえす」(30%)、

「子どもの反応には何も変わったところはなかっ

た」(30%)、「子どもが喜んでいる」(15%)、「子

どもがじっと私を見つめる」(15%)、「子どもは

小さい時から、私が言うことをすべて理解して

いる」。

ご覧のように、日本の母親は 〈適度に〉言葉

を重視しており、しすぎることはない。それに、

30%近 くの母親は、言葉をかけても子どもが反

応するとは限らないことを確認している。とは

いえ、90%の母親が言語コミュニケーションの

重要性を認めている。母親は「子どもがまだ自

分の言葉を理解できなくても、自分のしている

ことを〈頻繁に〉(54%)、 あるいはく時々〉(34

%)言葉で説明」し、「ほとんどしない」のは12

%である。その理由は様々で、なかには実利的

なものもある。「毎日同じ言葉を繰り返せば、子

どもが少しずつ理解するようになるから」(18

%)、「単語を覚えてほしいから」(14%)、「言葉

をかければ子どもの脳は刺激されるし、母親と

子どもの絆も深まるから」。さらには、「私が話

しかければ、子どもは直感的に理解するはずだ

から」という回答や、「私は自分がしていること

をつねに子どもに説明しているし、そうでない

時は『待っててね』と言う」という回答もある。

結局のところ、日本人の母親は言葉を く遊びの

ため〉ではなく、本来の目的のために使ってい

る。つまり、自分がしていることを言葉で支え、

言葉で説明してはつきりさせるのだ。適切に言

葉を使つてはいるが、言葉を仕草や視線以上に
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魅力のあるものにはしていない。アンケートに

答えた母親のうち、56%は子どもと「直感でコ

ミュニケーションをしたことが 〈しばしば〉あ

る」が、30%は く時々〉であり、14%は くまっ

たくない〉。その状況は様々で、「遊びたがつて

いる時」(18.5%)、「お風呂に入れている時」(18.5

%)、「眠い時、お腹がすいている時」等である。

この直感的コミュニケーションの特権的手段と

して、視線が挙げられている。子どもの振舞い

を見て、直感的コミュニケーションが成立した

と判断する母親もいる。ある母親は、「夫との口

論の後、私が泣いていると頬ずりをしに来たの

で、とても驚いた」と答えた。こうした直感的

交流が言葉を凌ぐこともある。「私にはほとんど

すべてが分かる」、「もう覚えていないけれど、確

信がある」、「私はよく直観的に、子どもが話さ

なくても何をして欲しいのか分かる」。

日本で母親が孝L幼児の体の世話をする時、ど

んな言語コミュニケーションと非言語コミュニ

ケーションを行うかを問うこのアンケートから、

どのような情報が得られるだろうか。

日本人の母親は、子どもが発する身体反応の

サインを無意識のうちに読み取る優れた素質を

そなえている。母親はこの言語下のメッセージ

をかなり繊細に解釈することができるため、育

児で鋭い勘を発揮するのだ。彼女はこのメッ

セージを解読するために、自分の感覚に身をま

かせ、自分の感覚を子どもの感覚と共鳴させる

のである。それに、母親自身がこのやり方は簡

単で早いと強調している。く直感的7〉 と形容さ

れるこの感覚的コミュニケーションは、きわめ

て直接的なものであるため、言葉や論理にはあ

まり頼らない。そのため、日本人の母親は言葉

による く遠隔的〉交流よりも、感覚による 〈近

接的〉交流 (接触や体内の満足感)や、非言語

コミュニケーション (微笑みや視線)を評価し

がちである。したがって言葉は、好んで使われ

るコミュニケーション手段となるほど評価され

てはいないようだ。この事実が、早期の非言語

的交流の豊かさと対立することを認識すべきで

ある。なぜならば、非言語的交流のせいで言葉

への依存度が減少し、はるかに繊細ではあるが

言葉にはできない身体的交流が促進されるから

だ。他の文化、特に地中海文化や南アメリカ文

化と比較すると、日本の乳児は生まれてすぐ、

「話すために話す」喜びのためにのみ「音のシャ

ワー」を浴びることはない。多くの文化圏では

(ア ジアでさえも)乳幼児は早い時期に、言葉が

人間関係においてきわめて重要であり、コミュ

ニケーションのすばらしい道具であることに気

づくのだ。そして言葉は特権的手段になり、非

言語コミュニケーションは背景に退いてしまう。

重要なのは相手に伝達するメッセージの内容で

はなく、むしろ相手に話すことの喜び8でぁる

(さ らには、話している自分の声を聞く喜びであ

る)。 ところでこの喜び、言葉による交流へのこ

の願望は、すでに乳児期から母子間の言語コ

ミュニケーションの中で形成されるのではない

だろうか。

日本文化における身体と言葉

なぜ日本人 (特に日本人男性)はあまり会話

が得意ではないのか、その理由をまず理解して

おこう。日本人が基盤としているコミュニケー

ションは、言葉よりも身体を通して行われる。さ

らに、言葉はしばしば非難されてさえいる。い

くつかの典型的な日本的概念や慣用表現が示し

ているように、日本人は自分たちの感覚を共鳴

させて意思の疎通を図ることを好んでいる。西

洋人の中には、日本をとりわけ「沈黙の文化」の

国とさえ思っている人々がいるのである。

日本文化が言葉を犠牲にして培ってきた感覚

的洗練さを証明する実例が、く腹芸〉という概念

である。これは純日本的なく非言語コミュニケー

ション〉技術であり、自分の意向を他人にほの

めかして、自分の意図に従わせるのである。そ

のやり方は、美辞麗句ではなく腹の力によって

他人を説得するのだ。く腹芸〉とは言葉を使わな

い語りであり、ビジネスで意志決定者が使う無

言の腹話術である。それは、きわめてく超然と〉
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無言で部下を説得する技術である。西洋人に

とつてはパラドックスだが、日本人にとっては

このやり方がものを言う。上司の物言わぬ態度

が、部下たちが先ほどまで気づかなかった く意

味〉を生み出し、部下たちは冷徹な上司の「感

覚的コンテクス ト9」 を瞬時に解釈して、その意

味を受け入れるのである。驚いたことに、彼ら

は上司の意図をしっかり理解し、そしてその意

図の実現に努めるのだ。したがって日本人には、

「どう思いますか」と聞くより「どう感じますか」

と聞くほうがよい。日本人は一般的に、他人の

体が発するサブリミナル・データ (呼吸、体臭、

身振 り、動作等)を無意識のうちに感じとり、自

分のサブリミナル・データと共鳴させる。体の

重心である く腹〉には、体の内側や外側から来

る知覚情報全体が統合されている。く腹〉の感覚

的直接性には、無謬にも等しい判断の確実性Ю

が備わっており、ともかくも、言葉よりも優れ

た判断の確実性を備えてはいるが、言葉で表せ

ないという短所があることも事実である。

文化的見地からすれば、日本人は非言語コ

ミュニケーションに、より多くの関心を抱いて

いる。慣用表現からもわかるように、日本人は

「一心同体」になって他人と同調するために、「言

挙げせず」に「以心伝心」で理解しあい、「寡言

沈黙」で「肝胆相照らす」仲になることを好む

のである。これらはすべて、日本語のいくつか

の表現Hが示唆するように、論争や論証的理性

を寄せつけぬ、「身体の形而上学」とでも呼べそ

うな日本独特の感覚を基盤としている。

言葉を犠牲にした身体感覚の優位性は、わず

かな機会を捉えてく自分の内部に戻つていく〉日

本人の優れた能力にも現れている。周囲の状況

が整うやいなや、日本人は臆面もなくまどろみ

始める。授業中の学生、会議中の社員、シンポ

ジウム中の大学人がそうである。わずかな時間

すら盗むようにして居眠りをするのは、仕事に

よる過労のせいもあろうが、やはり、痺れたよ

うな身体的幸福感へとたやすく戻っていくこと

を示している。人間は単調な状況から逃れられ

なければ、不満を解消するために頭か体を使っ

て逃避する。その場合、西洋人は頭を使ってす

ぐに物想いに耽るが、日本人は体に頼って苦も

なく感覚の世界に退避してしまう。

言葉と思考

この論文で言葉と思考の関係を詳述すること

はできない。そこで、日本人の外国語学習者が

直面する困難を示す、一般的な指摘だけにとど

めておこう。日本人の心の中では、言葉を犠牲

にして身体感覚と非言語コミュニケーションが

重視されると、すでに私は述べた。それは、言

葉がコミュニケーションの手段としてなおざり

にされているという意味ではない。とはいえ、日

本では他の文化圏ほど言葉が重要性や影響力や

〈権威〉を持たないようである。ところが発達心

理学では、言葉と思考が発達の過程で密接に結

びついていることが知られている。事実、話す

にも考えるにも語彙が必要であり、発音・語形。

統辞の規則等を身につけていなければならない。

そして、言語と思考を結びつけるのが く内面の

声〉である。頭の中で聞こえるこの小さな心の

声が、私たちがものを考えており、おそらくは

熟慮しているということの証拠なのである。こ

の声は、その時に機能している主体の現れであ

る鯰。単語と思考がつながっていることは、基礎

を習得しない限り外国語で考えることができな

いという事実によって明らかである。したがっ

て、母語以外の言語で考えることができるよう

になれば、その言語をほぼ身につけたことにな

る。あとは、習得したことを定着しさえすれば

よい。原則的に思考活動は、母語の完全な習得

と同様、成人してから完全な習熟度に達するの

であるB。

日本人が外国語を学習する場合、一定のレベ

ルに達したら作文 (文章の構成、仮説の設定、レ

ポートの作成等)で も会話 (意見の表明、アイ

デアの発信、問題の討議等)で も、同じように

自己表現ができなくてはならない。つまり、母

語ではない言語を使って考えをまとめられなけ
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ればならないのだ。ところが、どれほど多くの

日本人がこの種の訓練で苦労しているか、外国

人教師は皆知っている。ほとんどの場合、学習

レベルの低さ故の困難ではなく、概念を操って

抽象的に考える習慣のない日本人学習者特有の

困難なのである。概念は思考の道具のようなも

のだ。何か仕事をする時に、道具なしで行なう

ことは考えられない。鍛冶屋には金槌と鉄床が

いるし、作家には紙と万年筆が必要だ。一方、抽

象的思考を十分に展開するには、批判的分析力、

厳密な推論、論理的展開といつた特質が必要で

あり、それらによって論証が明晰になるのであ

る。日本の教育は思考主体 (こ れは唯一の主体

ではなく、感覚=感情の主体もある)の発達を

促そうとはせず、それどころか妨げてさえいる

ためИ、日本人は母語で思考を表明するにもか

なりの苦労をしている。したがって、会話であ

れ作文であれ、外国語で自己表現するよう求め

られた日本人が、乗り越えがたい困難に直面す

るのは容易に理解できる。

さらに、ヨーロッパ言語を学習する日本人に

とって、まったく予想外の障害が存在する。言

葉と思考の関係がとても密接であることはすで

に述べたが、当然のことながら、思考の働きが

言語を構成するのであって、その逆ではない。言

いかえれば、言語 (そ の音素、形態素、構文、語

彙)と いうものは、その言葉を話す民族の思考

この調査から何が分かるのか。日本の言語学

者がこのテーマを真面目に考察したとは思えな

の働き方を反映している。重要なのは思考の内

容 (理念や概念等)ではなく、思考そのものの

働き方なのだ。ところが明らかに、日本人の思

考の働き方はヨーロッパ人とは異なる。そして

そのことが、言語の習得と記憶に影響を与える

のだ。残念ながらこの問題は、外国語を自由に

操る通訳・翻訳者や、それと同じレベルの日本

人にしか理解されていないのである。それでは

この問題は、どのように現れるのだろうか。

すべては第二次世界大戦後、モスクワで始

まった。モスクワ国立言語研究所が、英語 。フ

ランス語・スペイン語を比較して、単語の使用

頻度とその順位を調べる研究を行なったのだ。

特定の語は使用頻度が高く、その他の語はほと

んど使われていないことが明らかとなった。例

えばフランス語では、頻度順位 1,000位 までの基

本単語が、一冊の本で使われる単語のおよそ80

%を 占めている。5,000位 まで取れば96%に達す

るのだ。したがって、この5,000語を知っている

フランス人は、母語でやすやすと話し、読み、書

くことができることになる。例によって、日本

にもこの研究に興味を持った言語学者がいて、

モスクワ国立言語研究所と同じ調査を行なった。

ところが驚いたことに、フランス語と同じ96%

に達するには、日本語ではおよそ22,000語が必

要なのだ。フランス語の4.4倍である。以下が、

2つの調査の結果であるわ。

い。彼らのほとんどが、語彙の多さは日本語の

生命力と豊かさの証しだと満足げに言つている

ヨーロッパ言語と日本語の単語頻度分布

モスクワ国立言語研究所の調査 日本の調査

単語群 (頻度順 ) 英語 フランス語 スペイン語 日本語

最初の千語 80.50/o 83.5% 81.0% 560言書 50%

2番 目の千語 6.1 5。9 5。6 2,800 730/o

3番 目の千語 3.4 3.4 2.9 7,200 85°/o

4番 目の千語 2.2 1.9 9,700 89%

5番 目の千語 1.2 15,400 93°/o

合計 :5,000語 93.5% 96% 92.5% 22,000 96%
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だけだ。そうかもしれないが、心理学者や心理

言語学者の見解はこれとは違う。なぜならば、

ヨーロッパ人は明らかに5,000語でもって、

22,000語 を使う日本人とまったく同じことを

言つているからだ。前述したように、言葉と思

考は切つても切れない関係にある。言葉には物・

観念 。存在の表象が結びついているため、言葉

がなければものを考えることができない。した

がって、ヨーロッパ言語と比較した日本語の語

彙のインフレ状態は、日本人の思考法がヨー

ロッパ人とは違うことを示している【。もう一

度繰り返すが、重要なのは思考の内容ではなく、

思考の働き方なのである。

日本人の心の中の思考機能は抽象には鈍感で

あって、ある現象全体や全存在に適用できる一

般概念・普遍的命題・総合的概念に対する感度

が鈍い。つまり、日本人の思考機能は具体性や

プラグマチズムや選言的特殊命題へと向かい、

物一般に適用される概念を使わずに、そのつど

異なる物・要素 。状態に適用される特殊 (土着)

概念の使用へと向かうのであるr。 日本人の思

考法は、さまざまな現象を同一のカテゴリーに

集めてそこから (共通点に基づく)普遍的法則

を引き出すかわりに、(相違点に基づく)個物の

特殊性を強調して、個物をかけがえのない唯一

物にしてしまう。とはいえ、日本的思考法に概

念的・普遍的アプローチが欠けているわけでは

なく、実体を最小単位にまで細分化する反対の

傾向に較べて、あまり目立たないし使われても

いないというだけである。日本に長く住む外国

人は、国籍にかかわらず、皆一様に苛立ちなが

ら同じことを言う。日本人は具体的なことに関

しては、取るに足らない細部について 〈異常に

細かい〉理屈をこねるが、重要に見えても抽象

的なことに関してはとても曖味であると。この

指摘は、日本人と西洋人の思考機能の違いを

はつきりと裏づけている。そして思考と言葉の

間に密接な関係がある以上、日本語の語彙と

ヨーロッパ言語の語彙にも同じ相違が見られる

のは当然である。日本語の語彙のインフレ状態

は、日本人が好む「分離派的 。一義的」思考と

密接な関係がある。したがって単語の く意味論

的スペクトル〉、つまり、単語が連想によつて意

味の鎖の上を移動する距離は、一般的に、日本

語ではヨーロッパ言語より短いのである。日本

人の思考は対象を最小単位にまで分割する傾向

があるので、膨大な語彙を必要とすることにな

る。もしそのために、日本的思考の具体的 。一

義的な表現が 4倍以上も正確になり、豊かにな

るとしても、抽象的・多義的に包括する能力は4

分の 1に なり、貧しくなるのである。たとえ日

本的思考が一方で何かを得たとしても、他方で

は何かを失うことになるのだ (ユ ングの精神補

償メカニズムによる掲
)。

こうして、日本人の外国語学習者にとつては

恐ろしい結果が出現する。ひとつの単語が、そ

のつど違う日本語に対応するいくつもの意味を

持つこのジャングルの中で、どうすれば道に迷

わずにすむのか。日本人が外国語学習に際して

直面するこのような困難を、とりわけ語彙が急

増する2年目からの困難をさらに明確にするに

は、より正確な補足的研究りが必要になるだろ

う。一義的傾向を持つ日本語と、多義的傾向を

持つヨーロッパ言語の相違を理解してもらうた

めに、例をあげてみよう。フランス語の sensと

いう単語には非常に広い意味がある。1)感覚、

2)方向、3)意味/意義である。フランス語の文

章では前後の文脈によつて、これらの意味のど

れがふさわしいかを判断できるが、日本語では

各単語の一義的意味が曖味さを排除してしまう。

これとは逆に、日本語を学習する外国人は、日

本語の膨大な語彙を記憶するのに大きな困難を

覚え、個々の文脈にふさわしい単語 (ほ とんど

唯一の単語)を見つけだすのに苦労するのであ

る。

外国語学習において、日本人が直面するであ

ろういくつかの心理的困難を検討してきたが、

ここで2つの主要な軸が明らかになった。第 1

の軸は、そのモデルとなった早期母子関係を見

れば分かるように、非言語コミュニケーション
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が日本文化においては優位を占めているという

事実である。日本人同士のコミュニケーシヨン

では、身体と感覚的知覚がきわめて重要である。

これは日本人の特徴であって、外国人教師は一

般にこの特徴を意識せず、そのため生徒がわけ

もなく緊張していると感じることが多い。第 2

の軸は、日本語とヨーロッパ言語との比較調査

が示しているように、日本人の思考の働き方が

西洋人とは異なることである。とはいえ、妥当

であっても証明されていないこの仮説を裏づけ

るには、他の調査が必要であり、性急に結論を

出すことはできない。

日本人の外国語学習の障害となる心理的要因

は他にもあるだろうが、その問題は別の機会に

譲ることにする。最後に、外国語学習の困難を

日本人に克服させようと努力している外国人教

師を支援するため、いくつかの提案をしてみよ

ぅ20。

教室で会話を促すには

ここまで、心理学 (見 えない力と無意識的動

機の科学)か らの前置きが長くなったことをお

許しいただきたい。この分野の知識がない方は

退屈な思いをされたことと思う。とはいえ、こ

の論文の内容からすれば、心理学的知識なくし

て、日本人に外国語学習で感じる心理的困難を

乗り越えさせ、外国人教師にこの困難を認識さ

せて教授法を改善させ、よリコミュニケーショ

ンに適したものにさせることができるだろうか。

ここでは、教授法に関していくつか指摘するに

とどめるが、その具体的内容は今後発展させる

必要がある。

1)何 よりもまず再確認しなければならないの

は、知識伝達の基盤となるのは、教師と生徒の

間に成立する信頼関係だということである。信

頼関係があれば、生徒は動機と学習意欲を失わ

ないからだ。生徒はこの関係を通して、外国語

で自己表現する喜びを徐々に知っていく。外国

語を話すことにどんな喜びを見出すべきか分ら

ない日本人学習者にとって、このことは特にあ

てはまる。学習の初期段階から、モリエールや

ゲーテの言葉で楽しむことができるのだ。外国

人教師の役割は、学んでいる言語の初歩しか知

らない生徒に対しても、このコミュニケーショ

ンヘの意欲をかき立てることである。

2)どのような教育戦略を立てれば、生徒に口を

開かせることができるのか。1年 目の生徒に対

しても、学習言語の初歩的知識を利用して く直

接教授法〉を使うことができる。授業中に教師

は文法の説明をほとんど、あるいはまったくせ

ずに、状況を設定して直ちに会話に移る。本当

の狙いは、1回 目の授業からすぐ、外国語で話す

楽しさを生徒に経験させてやることにある。こ

うして初めのうち、生徒は日本語と比べる必要

から解放され、疑間の奈落へと墜落せずにすむ

のである。生徒は教師に全幅の信頼を寄せ、教

師は生徒に、面倒な説明抜きで話せるようにし

てみせると約束する。たとえ限られた時間で

あっても、教師は会話に適した状況、外国語で

話す楽しみに適した状況を、教室の中に作 り出

さなければならない。私がほぼ実践している〈直

接教授法〉は、例文中に図式や単語選択肢を示

して、簡単な会話用の構文を与えるものである。

この構文から出発して、生徒を中心に会話を進

めるのが望ましい。つまり、生徒に自分のこと

を話させるのだ。したがってこれは、文法 。講

読 。作文を基礎とする伝統的授業ではない。反

対に、直接教授法は生徒を学習の核心に据え、会

話を授業の中心にしている。教材も、教師と学

生の直接的コミュニケーションを中心にしたも

のである。したがって、教師は毎回の授業で会

話能力の評価を行なうことになり、習熟度を確

認することもできる。その一方、教師は毎週生

徒たちと話すのだから、特に定員数の多いクラ

スでも生徒を知ることができる。こうして教師

は個々の生徒のレベルに合わせ、各自が抱えて

いる問題に的確に対応できるようになる。

3)あ まり生徒数が多くないクラス(お よそ20人 )

では、寸劇を暗記させて、授業中に演じさせる

こともできる。外国人教師は暗記の価値をほと
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んど認めないが、それは暗記を 〈高貴な〉活動

とは思っていないからだ。事実、暗記に必要な

のは繰り返しの能力だけであり、生徒は「オウ

ム」のレベルにまでおとしめられる。しかし、私

はよい面があると思っている。なにしろ、日本

人の学生はカリキュラムの中で、非常に多くの

情報を記憶することに慣れているのだ。いずれ

にせよ、外国語学習に不可欠なこの能力を使わ

ない手はない。他方、役を演じるには感情をか

き立てなければならず、生徒が過去の体験を思

い出すため、記憶が活発に働くようになる。つ

まり、感情を伴った記憶になるのだ。もちろん、

暗記はそれ自体が目的ではなく、外国語で話す

〈喜び〉を具体化する手段にすぎない。このよう

にして日本人の学生は、自国以外の文化では言

葉と話術が高く評価され、また人の評価を高め

ることをすぐに理解する。外国人教師が、自国

の文化では (日 本と比べて)言葉がきわめて重

要であることを手短に説明するのは、重要であ

ると思われる。内気な生徒をあえて話さなけれ

ばならない状況に置くことで、この文化的事実

を経験させ、気後れを克服させてやるのだ。能

や歌舞伎の長い伝統が示しているように、日本

人が通念に反して演劇や演出にとても敏感であ

ることに私は気づいた。一度信頼関係が築かれ、

気後れがなくなれば、日本人の学生はとても協

力的で、積極的に寸劇に参加する。他方で、台

詞を暗記して劇を演じれば、動作、身ぶり、態

度、言葉の相互連携がかなリスムーズになる。別

の言い方をすれば、語学の習得には身体も情動

も共に必要であって、この種のコミュニケー

ションに敏感な日本人学生にとって、これは有

利な条件といえる。教師はこうして、自国の文

化特有の身ぶりを示して、その意味を学生に説

明することもできるa。

4)日 本の学生に、自分とは違う考え方が外国語

ではどのようになされるかを理解させるために、

できる限り彼らに言葉の起源を説明すべきであ

る。その語の語源は何か、意味はどのように変

化してきたか、などである。この方法の教育効

果以外の利点は、たとえば西洋人がどのような

考え方をするかを、具体的に (つ まり理論抜き

で)説明できることである。列挙や体系的説明

を避け、異文化比較の視点を導入して、生徒に

学習中の言語に興味を持たせることができるの

だ。ところで、外国語学習で問題が起こるのは、

この異文化理解という次元なのである。ここで

例を挙げて、あるフランス語の基本単語が意味

の連鎖に沿ってどのように連想を展開してきた

か、そして、それがどのように西洋精神特有の

共示的思考を反映しているかを、説明しよう。

Trainと いう語を例に取ろう。ヨーロッパ言語

において、この語の類概念としての意味は、「誰

かの後に続く駄獣の列」である。例えば、羊飼

いの後ろを小走りに駆けながら鳴いている羊の

群れだ。このイメージから出発して意味がずれ

ていき、「後ろから見た、歩いている動物の群れ」

に似たものを意味するようになった。つまり「ひ

と連なりの客車」、すなわちtrainに なったのだ。

その後、この「動いている群れ」のイメージが

意味を別の方向へと向け、より抽象的なメタ

ファーを生みだし、意味の範囲が拡大されて「連

続」 (一連の措置 un Jraれ de mesures)、「移動の

様態」(こ の調子で行 くとle,陽tn des choses、 先

頭を走るmener le競 れ、同じことの繰り返しle

滋励‐屁滋)、「精神状態」(～ している最中em en

屁滋 de、 元気はつらつ avOtt de l'ικttJ4)を表す

ようになり、さらには「体の目立つ部分」(お尻、

le協れ、四つ足動物の後半身、1'arriere_滋ι滋)を

指すようになった。このような意味の移動を説

明することによって、西洋の思考は明示的でな

く共示的に働 きやすいため、ひとつの単語が

様々な意味を持つことを、具体的に理解させる

ことができる。

このように、く厳密に言えば〉、日本語には

trmと まったく同じ語は存在しない。日本語に

は trainは ひとつだけでなく、少なくとも3つあ

るのだ。1。 汽車 (蒸気機関車 le tmin a va.peur)

2。 電車 (電気機関車 le mぅんdectrique)3.列 車

(多 くの車両からなる列車 le′″αJκ form6 de
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nombreuses ralnes)で ある。そして、どのタイプ

の trainの ことを話しているのか示すため、文脈

に応じてこの 3つの語のどれかを選ばなければ

ならない。つまり、この 3つの語は互いに交換

不可能である。フランス語のように、ごく一般

的に “le屁励 arrive"、 つまり「trainが到着する」

とは言えないのである。そのつど、状況に応じ

てどの trainを 意味しているのか明示しなければ

ならないのだ。したがって実際には、抽象的な

類概念としての trainは存在せず、種類の異なる

具体的なtrainがいくつか存在するだけであるη。

これが、明示的 。一義的思考と共示的 。多義的

思考を分けるものだ。日本語は文脈に依存して

いるため、意味の転換や隠喩的移動がさらに困

難になる。というのも、特定の状況に従って考

えられコード化された単語は、別の状況には適

用し難いからである。このように日本語では概

念化が行われず、それに反して文脈化がかなり

強いため、具体的事象において極めて正確な(細

かい)言語になったのだ。日本語は味わい深い

細部に富み、時には目を奪う思いがけない細部

もあれば、新鮮でユーモア溢れる細部にも事欠

かない。そのため、日本語は魅力的な言語になっ

たのである。

結語

ひとりの人間、グループ、または民族の精神

的活動を阻害したり促進したりする心理的要因

を明らかにすることは、それほど簡単ではない。

説明をつけるためにしばしば外的要因を探し、

すべてはまず人間の心の中で始まるということ

を忘れてしまう。したがって、この論文のテー

マである外国語学習に関する問題のように、心

的活動に関する問題を取り扱うには、人間の心

的装置とその機能に関する知識が欠かせない。

私としては、この論文で示そうとしたように、心

理学を用いれば、問題の所在を明らかにし、よ

り深く詳しい優れた分析を行い、長期的には適

切な答えをもたらしうると確信している。これ

が私の結論であり、理解されることを期待する。
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L'Hamattan,2002.言 葉のや り取 りに関する

アンケー トの内容は以下の通 りである。 1)

あなたは自分の子どもによく話しかけます

か。どのような状況でですか。なぜですか。

子どものどのような反応に注目しますか。

2)た とえ子どもが理解しないとわかつてい

ても、あなたが子どもとしていることを言

葉にして説明しますか。なぜ説明するので

すか。3)反対に、視線や仕草で話しかける

ことを好みますか。好む場合、その理由は ?

またそれは、視線と仕草のどちらですか。4)

子どもと直感的コミュニケーシヨンを経験

したことがありますか。ある場合、どのよ

うな状況でですか。5)子 どもが身体的欲求

を示す前に、それを感じ取つたことがあり

ますか。どのような欲求ですか。どのよう

な状況でですか。6)あ なたは、この種の直

接的コミュニケーションのほうを好みます

か。好む場合、その理由は ?

「気持ちがいい」とか、その反対を意味する

「気持ちが悪い」という表現は頻繁に使われ

る。一般的に日本人は自分の身体感覚を日

常生活でよく口にする。

この非言語コミュニケーシヨンは身体を基

礎としているので、「感覚的」と言う方がよ

いだろう。

このように言葉に執着するからこそ、弁護

士・役者 。政治家という、言葉の巧みな扱

いを必要とする職業に就けるのだ。

彼 らの感覚に基づいて理解する。このコ

ミュニケーシヨンは日本人同士でしか通用

しないということは、明言するまでもない。

つまり、日本人の本音を知るためには、腹

(た て前の反対)を探らなければならない。

戦いの時、昔の侍は、敵が腹を据えている

か、心づもりができているかを知るために

この方法を用いていた。

例えば「体で覚える」、「体験する」、または

['ヨヒ]

2.「習うより慣れろ」という意味のフランス語

の諺 “Ctst en fOrgeant qu'oll devient forgeron.

(人は鉄を打つうちに鍛冶屋になる。)"の言

いかえ。この諺によると、鍛冶屋になるに

は経験を積めば十分なはずだが、本当だろ

うか。初めに「鍛冶屋の魂」が必要ではな

かろうか。

3.例 :歯に衣を着せぬノ直言不情彎 血bttui

(ne pas macher ses mots)、 舌が回るノロ歯流

利 騒∝H■m(iavoirla langue bien penduc)、

など。

4.少なからぬ例外があるとはいえ、女性が男

性よりも くおしゃべり〉なことに誰も異議

を唱えることはできない(9歳の女子は男子

に比べて、言語の面で 18カ 月早熟である)。

その原因は、女性が男性よりも左脳をよく

使うことにあり、また、女性が回数の少な

い男性より心理的には内向的なこと (つ ま

り、対象や外側の世界ではなく、主体や内

側の世界に関心が向くこと)にある。した

がって、一般的に男性より女性の方が、外

国語学習では意欲的であり積極的である。

6。

7.

10.
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「体得する」。

12.ヨ ーロッパでは昔、祈 りや祈祷や詩編を声

を出して唱えていた。おそらくは、神に届

かせるために。実際には、内面の声がもた

らす主体性が、まだ精神の中にしっかりと

根づいてはいなかったからである。沈黙の

祈りを捧げるようになったのは中世からだ。

今でも、神への感謝の祈りを声に出して唱

える文化 (イ スラム文化、仏教文化)が多

く存在している。つまり、思考活動を通し

て主体性を告げる心の声が、それ自体とし

ては必ずしも認められていないのだ。

13.思考を可能にする神経解剖学的条件を除け

ば、心の中に思考を出現させる主な心理的

理由は、感情のフラストレーションである。

人間は欲求不満になればなるほど、その埋

め合わせとしてものを考えざるをえなくな

る (た だし、それは熟慮ではない)。

14。 日本では過度な批判精神は歓迎されない。そ

んな精神を持てば人の反感を買い、さらに

は「理屈っぽい」人扱いされることになる。

15。 岩淵悦太郎、『現代日本語』、筑摩書房、1970

年。2つの調査に使われた方法はおそらく

異なっており、調査結果の比較の信憑性を

弱めている。とはいえ、日本語とヨーロッ

パ言語の間に認められた語彙の差は、調査

法の違いだけで説明できるものではない。

16。 日本語の語彙のインフレ状態については、漢

字の影響を調査すべきであろう。中国と日

本だけが漢字を使っているのだから、中国

語との比較研究は欠かせない。

17。 和語には「水」と「お湯」という2つの異

なる単語がある。「熱い水」、「冷たいお湯」

という表現はまったく不可能である。漢語

では「冷水」はある種の重複表現である。な

ぜならば、「水」という語にはすでに「冷た

い」という意味が含まれているからだ。水

がある一定の温度に達すると「お湯」にな

るが、その「お湯」の同義語として「熱湯

(沸騰した水)」 があり、さらには賭勧C(な

まぬるい水)」 という奇妙な表現もある。温

度のぬるさ故に「湯」ではなく「水」とい

う漢字を使い、穏やかな温度を思わせる

「温」をこれに組み合わせたのだ。和語はこ

のように水のさまざまな様態を示している

のだから、日本人は水を一般的自然元素 (化

学におけるH20)と して理解するより、そ

の個別的様態を別々に表示することを好ん

だのだ。この明示的傾向は初めから存在し

たと思われるが、非常に記号論的な思考方

法が存在し、丹念なコード化 (少なくとも

具体的な物質については)が必要であつた

ことを示している。また、このコード化は

他の多くの分野にも現れている。

18。 情報学部で行った授業、「情報病理学」を参

照。

19.留学生、特に中国人との比較研究は非常に

興味深いものになろう。

20。 いずれにせよ、日本人の学生は大学入学時

まで、日頭表現において何年間も消極的で

あったことを忘れてはならない。

21.事実、身ぶりはしばしば言葉を必要としな

い。体が話し、時には言葉の意味を補うこ

とさえある。私は特に否定疑間のことを考

えているのだが、否定疑間においては、フ

ランス語で Si(はい)と答える場合に日本

語ではNon(い いえ)と答える。ところで、

「はい」か「いいえ」を意味する頭の動きだ

けで答えることがとても多い。例えば、「あ

なたは日本人ではありませんか」という質

問に対 して、日本人の生徒が首を左右に

振つて「いいえ」(私は日本人です)と答え

たら、相手の西洋人はその生徒を韓国人か

中国人だと結論するだろう。

22。 このように、日本人の母親が坊や達にtrain

の通過に注意を向けさせようとして使 う

「汽車ぽっ1到 という子ども向けの表現は、

厳密に言えば、汽車を表す文脈中では使わ

れることはないのである。この記述におい

ては汽車を「電車」または「列車」で置き
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換えることは不可能なのである。




